
中部保健所　感染症情報 （第４８週）令和7年第４８週（11月24日～11月30日）

《定点報告》 令和7年第４８週（11月24日～11月30日）

A型 B型 不明

0歳 0.3 0.3

1～3歳 2.5 0.3 1.0 0.3

4～6歳 4.0 0.3 0.3 0.3

7～9歳 8.8 0.7

10～14歳 9.5 0.7 1.0

15～19歳 2.0 1.0

20歳以上 4.3

70歳以上
（再掲） 0.8

前週 42.0 0.5 0.3 4.0 0.3 1.7

※感染症発生動向調査について

疾病ついては、指定された医療機関（定点）からの報告で発生状況を把握しています。

ここにあげた数値は、１定点あたりの平均の患者数となります。（定点医療機関数　インフルエンザ４、小児科３）  

今週 0.3 1.7 3.731.3
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☆由布市の感染症情報については、最終ぺージに掲載していますので、ご覧ください☆
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大分県では、インフルエンザの定点医療機関あたりの患者数が30人を超え、警報が発令されています。

＜予防＞

＜インフルエンザが疑われる場合＞

■インフルエンザの警報発令中！

■感染性胃腸炎（ノロウイルスなど）に注意しましょう

正しい吐物処理
はこちらから

中部保健所管内では、第４５週、感染性胃腸炎患者が急増（特に7～14歳）し、

引き続き報告されています。日常の生活、イベント時の予防対策を徹底しましょう。

特にノロウイルスはアルコール消毒が効きにくいため、最も大切なのは手洗いです。

排便後、調理や食事の間には石けんと流水で十分に手を洗い、タオルの共用は避け

ましょう。また、嘔吐時には、感染拡大防止のため、次亜塩素酸ナトリウムを使って

正しく処理しましょう。

QRは（株）デンソー

ウェーブの登録商標です

感染予防の４つのポイント
１． 「体調がおかしいな」と感じたら休んで感染の拡大防止！

２． その場に応じて、マスクや咳エチケット！

３． 常時、または、こまめな換気を！

４． 手洗いや手指消毒をしっかりと！

流水・石けんを使ってこまめに手洗いする

十分な栄養とバランスの取れた栄養を摂取する

特に高齢の方や基礎疾患のある方、妊婦、体調が悪い方は人ごみへの外出を控える

定期的な換気とあわせ、加湿器等を使用した適切な湿度（50～60％）を保つ

予防接種を希望される方は、早めにかかりつけ医に相談のうえ接種を済ませる

３８度以上の発熱や全身の倦怠感、のどの痛みなどの症状が現れた場合は…

無理して学校や職場に行かず、早めにかかりつけ医等へ電話で相談のうえ受診する

安静にして、十分な睡眠をとる

咳やくしゃみなどの症状がある時は周りにうつさないよう、咳エチケットを徹底する
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掲載内容について、不明な点がある場合は、下記へお問い合わせください
中部保健所 Eメール　a12083@pref.oita.lg.jp

電話　0972-62-9171
FAX　 0972-62-9173
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◆由布市の傾向

Ａ型

B型

不明

※数値は、由布市内の独自定点3ヶ所の報告数。

5 5 .6 7 ↑( 3 8 .3 3 ) 0 .0 0 ↓( 0 .3 3 ) 0 .3 3 ↓( 2 .3 3 ) 0 .3 3 = ( 0 .3 3 ) 0 .3 3 ↑( 0 .0 0 ) 2 .6 7 ↓( 3 .3 3 )

5 7 .9 0 ↑( 5 1 .9 3 ) 0 .5 5 ↓( 0 .5 9 ) 7 .8 6 ↑( 7 .6 9 ) 0 .4 5 ↓( 0 .6 4 ) 0 .1 9 ↑( 0 .0 3 ) 2 .2 8 ↓( 2 .3 3 )

5 7 .8 3 ↑( 4 5 .3 3 ) 0 .4 2 ↓( 0 .5 8 ) 1 0 .1 4 ↓( 1 0 .4 3 ) 1 .5 0 ↓( 2 .0 0 ) 0 .1 4 ↑( 0 .0 0 ) 3 .4 3 ↑( 2 .5 7 )

9 3 .7 6 ↑( 8 8 .0 6 ) 0 .6 5 ↑( 0 .5 9 ) 1 3 .9 1 ↑( 1 3 .7 3 ) 0 .0 0 = ( 0 .0 0 ) 0 .3 6 ↑( 0 .0 0 ) 2 .8 2 ↓( 3 .3 6 )

※数値は、一定点あたりの報告数。　　（ 　） は、先週報告分。
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◆◇◆　由布保健部（ 由布市） 感染症情報: 第4 8週（ 1 1 /2 4～1 1 /3 0 )

中学生 計高齢者成人（ 含高校生）小学校未満 小学生
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●【! !注意!! 】県内のインフルエンザ定点当たり報告数が増加しています!

・県内のインフルエンザの定点医療機関あたりの患者数は第48週

(11/24～11/30 )で5 7 .9 0人、由布市の3医療機関あたりの

患者数も5 5 .6 7人となり、由布市は前週の約1 .5倍に増加して

います。

由布市内での感染者数は小学生と成人（ 含高校生） で多く

なっており、成人(含高校生)の感染者数は前週の約2 .6倍です。

●【! !注意!! 】県内各地で流行性耳下腺炎（ ムンプス） の定点当たり報告数が増加しています!

流行性耳下腺炎（ ムンプス） はムンプスウイルス感染により耳下腺の

腫脹が2日以上続く感染症で、冬～初夏に多くみられます。

両方または片方の耳下腺が膨張するので、ものを噛むときに顎に痛みが

生じることが多く、このとき数日の発熱を伴うことも多いと言われています。

感染経路は飛沫感染で、潜伏期間が2～3週間と長 いのが特徴です。

【お問い合わせ】大分県中部保健所由布保健部 097-582-0660

【感染予防方法】

（ 1） 石けん・流水でのこまめな手洗い（ 2） 十分な休養とバランスのとれた栄養摂取

（ 3） 室内での適度な湿度（ 5 0～6 0％） 管理とこまめな換気（ 4） 咳エチケット

（ 5） 人混みや繁華街への外出を控える。人混みに入る可能性がある場合には、不織布製マスクを着用。

（ 6） 予防接種を受ける（ ムンプスは1歳になったら早めに1回、小学校入学前の1年間で1回の計2回を推奨）

警報開始基準値(ｲﾝﾌﾙｴﾝｻ゙ 基


